テイコク ノウカイ カンジ オカダ ユタカ 10 テイコク ノウカイ カンジ ジダイ 4 by 川東 やす弘 et al.
帝国農会幹事 岡田温
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７６ 松山大学論集 第１８巻 第６号
通っている。３月慎吾の進級が決まり，３月２７日に温は慎吾に祝いの手紙を
出している。４月３日，温は慎吾に勉強に専念させるためと思われるが，寄宿
舎に入るよう手紙をだし，１０日，温が帰郷した日，慎吾に「前途ノ目的ヲ指
示」し，寄宿舎入居を勧めたが，慎吾は「応ゼズ」の態度であった。翌１１日，
温は松山中学に倉橋教諭を訪問し，慎吾の件について相談した。倉橋教諭は寄
宿舎入りは反対，掛谷教諭の下で勉強するようにとの意見であった。そこで，
温はその夜，慎吾に寄宿舎に入るか，掛谷先生の下に通い勉強するかを勧めた
が，慎吾は「難色」を示し，「無言ニシテ要ヲ得ズ」であった。１２日，温は中
学校に倉橋教諭を訪問し，昨日来の慎吾と対応の話をなし，今期は放任して勉
強ぶりを見ることヽし，万事を倉橋教諭に依頼することにした。だが，その
夜，温は慎吾に入舎または掛谷先生宅で勉強するよう再度勧めたが，やはり，
慎吾は応じなかった。但し，この日は昨日の如く無言ではなく，所見を述べた
ので，温は慎吾の「意志ヲ尊重スル」こととした。親の子への思いと１５歳の
少年の自立への成長を見ることが出来る。
妻のイワ（明治８年８月２２日生まれ，５２歳）は，祖母，慎吾と石井の家を
守っている。
兄弟関係では，東京に居た温の妹のケイ（３女，明治１８年１月２３日生ま
れ，４２歳）のために，５月２１日，東京地方裁判所で競売にかかっていた家を
１万５５９円で競り落とし，購入した。
帝国農会幹事 岡田温 ７７
